
調査研究部会 第2回 ｜ 当日資料

PROGRAM ／ 当日次第

木を、ビジネスに実装する。

持ち寄り、つながり、動き出す。

会員の情報提供が、次の協働を生む ── オープンソース型の部会。

日 時 2026年6月17日（水）15:00 – 17:30

会 場 住友林業 本社（経団連会館 8F 会議室C4）／ リアル＋Teams

主 催 一般社団法人 日本ウッドデザイン協会 調査研究部会



本日の流れ

式次第 15:00 – 17:15

15:00
開会挨拶

調査研究部会長 岸本 護

15:05
【話題提供①｜国際情勢】木を、調達する ── 世界の木材流通とビジネス機会

情報提供30分＋質疑5分
農林中金総合研究所 安藤 範親 様

15:40
【話題提供②｜モビリティ】木と車 ── 木で、車をつくる

情報提供30分＋質疑5分
静岡大学 西村 拓也 特任教授

16:15
【話題提供④｜空間】木を、選ばれるようにする ── 体験価値で需要をつくる

情報提供20分＋質疑5分
ネオマデザイン 河野 道成 様

16:40
クロストーク ── 会員間の対話で知見をつなぐ

ファシリテーター：河野 道成 様

17:00
事務局からの伝達事項 事務局（西田）

17:15 閉会挨拶
専務理事 末広 耕也
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話題提供（会員情報提供） ／ 01 of 03

国際情勢 ／ 15:05–15:40（情報提供30分＋質疑5分）

① 安藤 範親 様
あんどう のりちか

株式会社 農林中金総合研究所 リサーチ＆ソリューション第2部 主任研究員

専門：森林・林業・木材サプライチェーン・環境経済 ／ 森林クレジット・自然資本評価

当日テーマ 木を、調達する ── 最近の世界の木材流通とビジネス機会

略 歴 ・ 専 門

● 経歴 農林中金総研 主任研究員。東京大学 寄付研究部門 研究員・農林中金WSN を兼任。

● 専門 森林・木材サプライチェーン・環境経済／森林クレジット・自然資本評価。

● 研究 木材サプライチェーン全体の調査研究。森林組合の動向調査を継続担当。

● 実績 ウッドショック等の産業影響分析、ESG×木材産業の統合研究。著書多数。

キ ー ワ ー ド

地政学リスク 合成型ショック

自然資本 森林クレジット

ESG経営 木材需給

当日のポイント

世界の木材需要の変化（インドの建材需要拡大、豪州材のインド

シフト等）を概観。データセンター・物流センターへの木材利用

の広がりと、そこで働く人への心理的効果・炭素排出削減の観点

を示す。
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話題提供（会員情報提供） ／ 02 of 03

モビリティ ／ 15:40–16:15（情報提供30分＋質疑5分）

② 西村 拓也 特任教授
にしむら たくや

静岡大学 農学部 ふじのくにCNF寄附講座 ／ トヨタ車体 材料技術部 主査（兼務）

専門：植物材料開発・CNF先端素材・木質材料 ／ 脱プラスチック・カーボンニュートラル素材の産業化

当日テーマ 木と車 ── 木で、車をつくる

略 歴 ・ 専 門

● 経歴 東大大学院 農学博士。英バース大を経てトヨタ車体グループ。静岡大学 特任教授。

● 専門 植物材料（木材・CNF等）の開発。脱プラ・カーボンニュートラル素材の産業化。

● 研究 CNFによる樹脂補強・軽量化。スギ間伐材×樹脂複合素材「TABWD」。

● 実績 県産材・CNF活用のコンセプトカー「しずおかもくまる」を中心開発。

キ ー ワ ー ド

CNF TABWD

しずおかもくまる 植物材料

脱プラスチック 自動車部品

当日のポイント

研究色を抑え、「木で実際に車を作り、街を走らせている事実」

を動画も交えて紹介。①なぜ木質・植物材料を使うのか（脱プラ

・自動車業界）②木で車を作るとは（材料づくり〜車に仕立てる

まで）。
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話題提供（会員情報提供） ／ 03 of 03

空間 ／ 16:35–17:00（情報提供20分＋質疑5分）

③ 河野 道成 様
こうの みちなり

ネオマデザイン株式会社 代表取締役社長 CEO ／ 体験価値創出クリエイター・空間体験デザイナー・新規事業コーディネーター

慶應義塾大学大学院 KMD リサーチャー ／ 空間体験設計・感性価値・建材新規事業支援

当日テーマ 木を、選ばれるようにする ── 体験価値設計で「選ばれる木」をつくる

略 歴 ・ 専 門

● 経歴 横浜国大卒。ソニー22年（PS4音声UI 等）。2014年ネオマデザイン設立。

● 専門 多業種で体験設計を実践。認知・感情・行動の連鎖による体験価値設計。

● 研究 慶應KMD リサーチャー。著書『音声に未来はあるか？』（日経BP, 2018）。

● 実績 住友林業・大建工業の体験価値設計、USJ・銀座マロニエゲート等の空間設計。

キ ー ワ ー ド

空間体験設計 体験価値創出

体験ディレクション 感情センシング

感性価値 建材メーカー支援

当日のポイント

建材メーカーへの新規事業支援実績を持つ唯一の登壇者。本物と

模倣（化粧シート等）の差を人はどこまで認識できるか── 認知

バイアスの視点から「木の価値はなぜ伝わらないのか」を問い、

感性と体験が人を動かす設計論を展開する。
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17:00 ｜ クロストーク

クロストーク 会員間の対話で知見をつなぐ ── 河野 道成 氏 進行

論点：木を、各社のビジネスにどう実装するか。市場（安藤）×素材（西村）×空間（根本）×需要（河野）の知見を持ち寄り、つながりと次の

活動へ。

登壇者への問い ── 西村 拓也 教授の事前アンケートより

→ 安藤 氏へ
経済安全保障の本質はエネルギー（石油）依存にある。木からエネルギー・燃料を作る技術は“コスト高”で退

けず、安全保障の観点から再挑戦すべきでは。

→ 河野 氏へ
「健康に良い」は他の手段でも代替でき訴求力が弱い。木の本質は「自然との関係性」「人間らしい空間」。

ただし文化依存の可能性も。
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17:05 ｜ 事務局からの伝達事項

事務局からの伝達事項

01 旭川・東川町 視察会 報告

「Meet up Furniture Asahikawa 2026」と川上〜川下の産地視察の成果を共有。「世界に響く産地に学

ぶ」活動報告です。

活動報告（JWDA）

02 ウッドデザイン賞 応募開始

JAPAN WOOD DESIGN AWARD 2026 の応募受付を開始。会員各位の応募と周囲への周知にご協力くだ

さい。

wooddesign.jp

03 WDLi（ウッドデザインライブラリ）入力開始

木を活かしたい方のためのデータベース。受賞作品・事例データのご登録をお願いします。

JWDA WOOD DESIGN LIBRARY
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新規ご参加メンバーのご紹介

新規ご参加メンバーのご紹介

会員相互の情報提供・連携の輪が広がっています。新たに以下の皆さまをお迎えしました。

2026年 6月 ご参加

静岡県

ミサワホーム株式会社

特定非営利活動法人 日本森林管理協議会（FSCジ
ャパン）

2026年 7月 ご参加

旭川市

東川町

滝澤ベニヤ株式会社

北海道バレル株式会社

旭川家具工業協同組合

新規の皆さまの情報発信が、会員間のつながりと活動拡大の起点になります。
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ご清聴ありがとうございました

一般社団法人 日本ウッドデザイン協会 調査研究部会 事務局


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9

